




















































会派 実施効果 課題 改善方策 検証の
場

自民

議会タブレット導入は、本会議等携
行資料の減少や資料の迅速な差替え
等、デジタル機器の利点を活かして
一定の成果があった。

・登庁しないとデータ
更新ができない。
・資料閲覧中心の利用
であるが、スケジュー
ルや連絡先の管理、
メール送受信、管内調
査資料の閲覧はでき
ず、ＤＸに対応できて
いない。

セキュリティを確保し
た上で、①オンライン
会議等に対応できる端
末に変更、②議員の私
用端末の活用、など利
便性の向上を目指して
はどうか。

自兵庫

タブレットの使用にも慣れ、紙の削
減、印刷やファイリングに要する時
間の削減にもつながり、業務の効率
化を図ることができた。

特になし 特になし

県民

本会議等、多くの会議資料を携行す
る必要がなくなり、資料の確認や整
理等が容易になった。また、事務作
業の軽減や印刷経費、用紙代の削減
につながった。

資料を更新するには登
庁する必要がある。

特になし

公明

・印刷用紙の経費削減の効果があっ
た。
・タブレットにデータが保存される
ため、資料の検索や閲覧が容易にな
る効果があった。

データ印刷のプリンタ
が固定されている（現
在、カラー印刷不
可）。

プリンターの選択を可
能とする。

共産

原則ペーパーレス化により、ペー
パーレスに大きく寄与している。
※具体的にどれだけの紙の節減に
なっているのか？

県庁以外では、オフラ
インとなり新しいデー
タの入手ができない。

セキュリティ対策をし
て、庁外でもデータ入
手できるようにする。

維新

本会議・委員会にかかる事務作業の
軽減および経費削減に寄与する。ま
た、データの蓄積により、過去資料
の閲覧が容易となった。

メモ書き機能が充実し
ておらず、相変わらず
手書きになっている。

タブレット機能の強化
を図るべき。

自民
重大な感染症のまん延等を想定した
もので、コロナ禍での管内調査等一
定の成果があった。

・オンライン開催に一
定の手続きや準備を要
するため、即時の対応
が困難である。
・通信環境が不十分

・大規模改修時などの
タイミングでオンライ
ン開催設備を備えた委
員会室とする。
・議員や当局への貸与
の端末と合わせて環境
整備を急ぐ。

自兵庫
新たな議会運営方法の一つになる取
組であり、一定の成果があった。

特になし 特になし

県民

災害時等、移動や参集することが難
しい状況においても委員会活動を行
うことができるという点で効果があ
る。

特になし 特になし

公明
自然災害等により対面での会議が難
しい場合に対応できる方法が用意さ
れたことには意義があった。

特になし 特になし

共産
コロナ感染拡大時に管内調査をオン
ラインで実施できた。

災害等により、登庁で
きなくなった時のオン
ライン開催ができるよ
うな体制整備。

研修を定期的に行う。

維新
感染症のまん延や大規模災害時でも
議会の調査活動が可能となることか
ら意義がある。

特になし 特になし
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会派 実施効果 課題 改善方策 検証の
場検証項目

自民
全庁的な押印の見直しに合わせたも
のであり、事務手続きの簡素化に一
定の成果があった。

特になし 特になし

自兵庫
手続きの簡素化を図ることができ、
一定の成果があった。

特になし 特になし

県民
手続きの簡素化や事務作業の迅速化
に効果があった。

特になし 特になし

公明
手続きの簡素化、効率化に一定の効
果があった。

特になし 特になし

共産
必要書類のデータ通信などが可能に
なり、事務作業の軽減につながって
いる。

押印が残っている書類
の取り扱いについて。

特になし

維新
業務削減やペーパーレス化に一定の
効果があった。

特になし 特になし

自民
他で確認可能な資料の掲載の取りや
め、事務局職員の負担、経費節減な
どにおいて一定の成果があった。

特になし 特になし

自兵庫
資料のデータ配付等により、経費削
減の効果があった。

特になし 特になし

県民
簡略化により経費の削減、事務作業
の軽減につながった。

特になし 特になし

公明
印刷製本に係る経費削減および事務
量縮減の効果があった。

特になし 特になし

共産
データ配布により配布部数を減ら
し、ペーパーレスに寄与した。

参考資料も印刷製本に
同時に掲載必要ではな
いか。

特になし

維新
印刷製本にかかる経費削減や作業の
効率化につながった。

作業の簡略化が会議録
の早期完成に結びつい
ていない。

特になし

自民

判断が難しい投票内容への対処を予
め決めておくことが、効率的な議会
運営に資すると考えられ、一定の成
果があった。

特になし 特になし

自兵庫
選挙の運営に係る確認以降は、問題
なく選挙を行うことができている。

特になし 特になし

県民
判断が難しい場合の対応等を整理・
確認することで、今後の円滑な議事
運営において効果がある。

特になし 特になし

公明
議会内における選挙の円滑な運営に
つながる効果があった。

特になし 特になし

共産 特になし
各々の議員が誠実に投
票すること。

特になし

維新
議会における選挙の円滑な運営に効
果があった。

特になし 特になし

自民
座長による文案調整及び各会派の検
討時間の確保に一定の成果があっ
た。

特になし 特になし

自兵庫
意見書の協議・調整にあたり、会派
内で検討する時間が増え、一定の成
果があった。

特になし 特になし

県民

日程に余裕が出来たことにより、各
会派から提出された意見書案に対
し、より慎重な協議・調整等が行う
ことが可能となった。

特になし 特になし

公明
会派での意見書に対する協議と調整
の時間が確保できたという意味で、
一定の効果があった。

特になし 特になし

共産
短期間の議会においては、他会派の
意見書への検討時間の余裕が多少で
きた。

請願先議の原則から、
同様の請願が出された
時には、再検討できる
ようにしておくこと。

特になし

維新
日程に余裕ができたことで、会派内
での協議・調整を慎重に行うことが
できた。

特になし 特になし
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会派 実施効果 課題 改善方策 検証の
場検証項目

自民
条例改正や安否確認・避難等訓練を
実施し、常日頃から災害に備える体
制づくりに一定の成果があった。

災害時の初動体制を確
保するための手続きな
どが決められていな
い。

初動体制確立のための
手順を検討する。

自兵庫
安否確認訓練や議場における防災用
ヘルメットの配備により、一定の成
果があった。

特になし 特になし

県民

災害等緊急時に対応するため条例改
正や安否確認訓練等を行うことで、
今後の危機管理体制において一定の
効果があった。

今後も継続した訓練や
見直しは必要。

特になし

公明
緊急時の対応の再確認と対策の充実
につながった。

特になし 特になし

共産

条例改正、クラウドメールでの安否
確認、本会議場へのヘルメット配備
等、一定の非常時に対する備えがす
すんだ。

安否確認メールの返信
をすみやかにおこなう
こと。

特になし

維新
危機発生時の初期行動の申し合わせ
の再点検等により危機管理体制の強
化に繋がった。

安否確認の返信ができ
ていない議員が数名い
た。返信を怠ると事務
局へ負担をかけるとい
う意識を持つべき。

特になし

自民

各議員の申し出から陳情審査につな
がることとなり、幅広い県民の声に
応えられる点で一定の成果があっ
た。

特になし 特になし

自兵庫
陳情の内容を全議員が把握すること
ができ、一定の成果があった。

特になし 特になし

県民

受理した陳情書の内容を全議員が把
握可能となることで、それぞれの議
員活動に生かすことが可能となっ
た。

特になし 特になし

公明
すべての議員が陳情内容を共有でき
た。

特になし 特になし

共産
委員からの申し出により、必要に応
じて、委員会で審議されることと
なった。

陳情者のさらなる意思
を反映させるための具
体化。

陳情者の意見陳述など
を検討。

維新
全議員が陳情等の内容を把握するこ
とで、各自の議員活動の充実に一定
の効果があった。

特になし 特になし

自民
公文書の適切な管理に資するもので
あり、一定の成果があった。

特になし 特になし

自兵庫
条例と規程を制定したことにより、
公文書の適正な管理を確保すること
ができた。

特になし 特になし

県民

条例や規定の制定により、兵庫県議
会の諸活動における公文書の適正な
管理の確保面において一定の効果が
あった。

特になし 特になし

公明
適正な公文書管理のルール化によ
り、リスク管理、業務の効率化に一
定の効果があった。

特になし 特になし

共産 特になし 特になし 特になし

維新
条例の制定や管理委員会を設置する
ことで適正な公文書管理に一定の効
果があった。

特になし 特になし
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会派 実施効果 課題 改善方策 検証の
場検証項目

自民
傍聴者数が増えない中、効率的な委
員会運営という点で一定の成果が
あった。

１日に全委員会を開催
すると傍聴できない委
員会も出てくるとの声
がある。

全委員会の録画を行い
即日配信することを検
討してはどうか。

自兵庫
各委員会で開催日を決定する方式へ
変更したことにより、柔軟な対応が
可能となり、一定の成果があった。

特になし 特になし

県民
常任委員会の日程確保がより柔軟に
行えるようになり、効率的な委員会
運営という点で効果があった。

開催日（登庁日）が分
かれることにより、会
派運営という点におい
ては支障が生じること
がある。

特になし

公明
ライブ中継の視聴回数の拡大に一定
の効果があった。

傍聴者数は増加しな
かった。

傍聴やライブ中継よ
り、時間制約のない録
画配信を充実させる。

共産 同日開催がほとんどとなった。

A,B日程の時には4委員
会ネット中継できた
が、同日開催では二つ
の常任委員会しかネッ
ト中継できない。

全ての委員会をネット
中継にするための環境
整備。

維新
委員会の柔軟な運用や県民の視聴機
会の拡充に一定の効果があった。

所属委員会とは別の常
任委員会を傍聴すると
いう事も期待されたが
他の常任委員会を出席
し傍聴する議員がほと
んどいなかった。

特になし

自民

逐語記録の方が、文脈から発言趣旨
を捉えやすく、議会の意思決定の過
程をより明らかにする点で一定の成
果があった。

議会の透明性・公開性
を高め、説明責任を果
たすためにも録画配信
を行うべきだが２会議
室しか対応できない。

全委員会の録画を行い
配信すべき（中継は従
来通り）。

自兵庫
要点記録から逐語記録への変更によ
る特段の支障はなく、事務の簡略化
という点で成果があった。

特になし 特になし

県民
事務作業の減少・迅速化につながっ
た。また、議論の経過がわかりやす
くなった。

特になし 特になし

公明
発言内容が正確に伝わる効果があっ
た。

特になし 特になし

共産
逐語記録となり、正確な議事録に
なった。

当局資料がないため、
記録としては不十分。

当局の提案内容、資料
についても記載する。

維新
委員会での発言について逐語的に記
録することで、会議の内容を正確に
記録することができた。

特になし 特になし
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会派 改善方策 検証の場 会派意見

自民

セキュリティを確保した上で、①オンライ
ン会議等に対応できる端末に変更、②議員
の私用端末の活用、など利便性の向上を目
指してはどうか。

公明 プリンターの選択を可能とする。

共産
セキュリティ対策をして、庁外でもデータ
入手できるようにする。

維新 タブレット機能の強化を図るべき。

自民

・大規模改修時などのタイミングでオンラ
イン開催設備を備えた委員会室とする。
・議員や当局への貸与の端末と合わせて環
境整備を急ぐ。

共産 研修を定期的に行う。

３ 議会にお
ける危機管
理対応

（１）
震災２５年を踏まえ
た危機管理に関する
検討について

自民 初動体制確立のための手順を検討する。
議会改革検
証委員会

（１）

（２）

ペーパーレス化の検
討について

オンラインによる委
員会開催について

議会改革検
証委員会

議会改革検
証委員会

各会派から提案のあった改善方策に対する会派意見
検証項目(案)

１ 議会運営
のＩＣＴ化



会派 改善方策 検証の場 会派意見検証項目(案)

（１） 陳情の取扱について 共産 陳情者の意見陳述などを検討。
議会改革検
証委員会

自民
全委員会の録画を行い即日配信することを
検討してはどうか。

公明
傍聴やライブ中継より、時間制約のない録
画配信を充実させる。

共産
全ての委員会をネット中継にするための環
境整備。

自民
全委員会の録画を行い配信すべき（中継は
従来通り）。

共産
当局の提案内容、資料についても記載す
る。

自民

若者県議会、若者対象の議場見学（会派見
学含む）、議会の出前講座、若者の活動発
表の場に議場を提供、１日限定議場トライ
やる等実施。

共産
SNSなど、若者にダイレクト員発信できる
よう、さらなる工夫が必要ではないか。

（２）
「若者向け議会広報
ポータルサイト」の
開設について

共産
若者が関心あるテーマで発信することが必
要。

広報委員会

県民
より議事内容等が伝わるよう名称等掲載方
法を検討。

共産
少なくとも、任期の４年分は掲載するこ
と。

４ 開かれた
県議会

（４）

常任委員会の２日開
催について

常任委員会及び議会
運営委員会資料の議
会ＨＰ掲載について

議会改革検
証委員会

（３）

５ 議会広報
の充実

（１）
若者の県議会への関
心を高める取組につ
いて

広報委員会

常任委員会記録のあ
り方について

議会改革検
証委員会

代表者会議

（３）



会派 改善方策 検証の場 会派意見検証項目(案)

維新 HPに載せる必要はない。

自民 社会情勢を踏まえた基準の見直しを行う。

県民
今後も引き続き、他府県の判例等も注意し
ながら、随時修正していく。

自民
議連のあり方について、既存の議連も含
め、有志の会との違いや設立や運営に関す
るルール等について検討を進める。

自兵庫
全議員連盟において、政務調査員による補
助をやめる方向で検討。

県民
すべての議員連盟について、全議員に加入
案内がされるべきである。

共産 引き続き見直しを。

８ その他 （１）
議員連盟のあり方に
ついて

各会派代表
者会議

７ 政務活動
費の適正運
営

（１） 政務活動費について
各会派代表

者会議



会派 項目名 内容 検証の場

1 自民
常任委員会の映
像の保管、活用
について

大会議室、中会議室で開催される常任委員会ではインター
ネット中継など映像が保管されるが、他の委員会室では議
事録のみの記録となっている。他の委員会室でもインター
ネット中継も含め映像を記録するとともに、その映像・音
声を議員が活用できるようにできないか。
なお、カメラ操作は人手がいることから固定カメラのみと
し、議員が映像を必要に応じて編集することとする。

議会改革
検証委員
会

2 自民
常任委員会の地
域開催の見直し
について

平成２９年度から始まった常任委員会の地域開催は、県議
会の役割や機能の理解促進に大きな役割を果たしてきた。
また県議会や議員の活動への信頼性回復にも資する取組で
もあった。しかしコロナ禍による開催中止や将来的な職員
数の減少などの新たな課題も懸念されている。この間、DX
の進展により、県内どこからでも視聴可能であるネット中
継、録画配信の拡充が検討可能な状況になってきており、
課題への対応として、これまで一定の役割を果たしてきた
地域開催から録画配信等に切り替えて、県議会の見える化
の一層の推進を図ってはどうか。

議会改革
検証委員
会

3 自民

常任委員会での
「その他」にお
ける効果的、効
率的な質疑につ
いて

委員会では毎月閉会中の継続調査事件が設定され、関係部
課に説明いただいているが、「その他」で当日出席してい
ない部課について質疑が行われることがある。
議会も当局も限られた時間の中で委員会活動を実施してい
るのであるから、緊急性がなければ担当課が出席する会に
質問を行うことや、緊急性があり質問しなければならない
場合は事前に申し入れるなど、委員会が効果的効率的に運
営されるよう何らかの取り決めを検討すべきではないか。

議会改革
検証委員
会

4 自兵庫
重要政策提言の
廃止について

例年９月に「当初予算編成に対する重要政策提言」、１１
月に「当初予算編成に対する申し入れ」を実施している
が、重要政策提言を廃止し、予算申し入れに一本化するこ
とにより、業務の効率化や負担軽減を図る。

各会派代
表者会議

5 自兵庫
８月政調会の廃
止について

８月政調会を廃止し、業務の効率化や負担軽減を図る。
各会派代
表者会議

6 公明
セキュリティの
強化

誰でも自由に議場棟に出入りができるため、事件事故の潜
在的リスクが高いため、セキュリティの強化が必要と考え
る。

各会派代
表者会議

7 公明

議員駐車場の利
用時間の延長と
機械式ゲートの
導入

議員駐車場の利用時間を20時まで延長するとともに、出入
り口に機械式ゲートを導入すべきと考える。

各会派代
表者会議

8 共産

請願者の請願趣
旨を、より議会
に反映させるた
めの手立てにつ
いて

請願を審議する常任委員会や本会議での、請願者の意見陳
述などを検討すること。

議会改革
検証委員
会

議会改革　追加検討項目



会派 項目名 内容 検証の場

9 維新
県議会SDGsの取
組

議会活動や議員活動の中でSDGsに貢献できる局面が多々あ
る。そこで、県議会SDGsの推進と銘打ち、県議会で推進可
能なSDGsの項目を洗い出し、取組強化を行ってはどうか。
まずは環境やリサイクル面を手始めとしたSDGs推進を行う
ことを提案する。

各会派代
表者会議

10 維新
投票率向上の取
組

統一地方選挙の投票率は40％前後を推移しており、国政選
挙に比して10～15％程度低いことから、投票率向上の取組
を検討すべき

各会派代
表者会議



会派 項目名 内容 検証の場 会派意見

1 自民
常任委員会の映
像の保管、活用
について

大会議室、中会議室で開催される常任委員会ではインター
ネット中継など映像が保管されるが、他の委員会室では議
事録のみの記録となっている。他の委員会室でもインター
ネット中継も含め映像を記録するとともに、その映像・音
声を議員が活用できるようにできないか。
なお、カメラ操作は人手がいることから固定カメラのみと
し、議員が映像を必要に応じて編集することとする。

議会改革
検証委員
会

2 自民
常任委員会の地
域開催の見直し
について

平成２９年度から始まった常任委員会の地域開催は、県議
会の役割や機能の理解促進に大きな役割を果たしてきた。
また県議会や議員の活動への信頼性回復にも資する取組で
もあった。しかしコロナ禍による開催中止や将来的な職員
数の減少などの新たな課題も懸念されている。この間、DX
の進展により、県内どこからでも視聴可能であるネット中
継、録画配信の拡充が検討可能な状況になってきており、
課題への対応として、これまで一定の役割を果たしてきた
地域開催から録画配信等に切り替えて、県議会の見える化
の一層の推進を図ってはどうか。

議会改革
検証委員
会

3 自民

常任委員会での
「その他」にお
ける効果的、効
率的な質疑につ
いて

委員会では毎月閉会中の継続調査事件が設定され、関係部
課に説明いただいているが、「その他」で当日出席してい
ない部課について質疑が行われることがある。
議会も当局も限られた時間の中で委員会活動を実施してい
るのであるから、緊急性がなければ担当課が出席する会に
質問を行うことや、緊急性があり質問しなければならない
場合は事前に申し入れるなど、委員会が効果的効率的に運
営されるよう何らかの取り決めを検討すべきではないか。

議会改革
検証委員
会

4 自兵庫
重要政策提言の
廃止について

例年９月に「当初予算編成に対する重要政策提言」、１１
月に「当初予算編成に対する申し入れ」を実施している
が、重要政策提言を廃止し、予算申し入れに一本化するこ
とにより、業務の効率化や負担軽減を図る。

各会派代
表者会議

議会改革追加検討項目に対する会派意見



会派 項目名 内容 検証の場 会派意見

5 自兵庫
８月政調会の廃
止について

８月政調会を廃止し、業務の効率化や負担軽減を図る。
各会派代
表者会議

6 公明
セキュリティの
強化

誰でも自由に庁舎に出入りができるため、事件事故の潜在
的リスクが高いため、セキュリティの強化が必要と考え
る。

各会派代
表者会議

7 公明

議員駐車場の利
用時間の延長と
機械式ゲートの
導入

議員駐車場の利用時間を20時まで延長するとともに、出入
り口に機械式ゲートを導入すべきと考える。

各会派代
表者会議

8 共産

請願者の請願趣
旨を、より議会
に反映させるた
めの手立てにつ
いて

請願を審議する常任委員会や本会議での、請願者の意見陳
述などを検討すること。

議会改革
検証委員
会

9 維新
県議会SDGsの取
組

議会活動や議員活動の中でSDGsに貢献できる局面が多々あ
る。そこで、県議会SDGsの推進と銘打ち、県議会で推進可
能なSDGsの項目を洗い出し、取組強化を行ってはどうか。
まずは環境やリサイクル面を手始めとしたSDGs推進を行う
ことを提案する。

各会派代
表者会議

10 維新
投票率向上の取
組

統一地方選挙の投票率は40％前後を推移しており、国政選
挙に比して10～15％程度低いことから、投票率向上の取組
を検討すべき

各会派代
表者会議



 

検証スケジュールについて 

 

時 期 内 容 備 考 

６月 

第１回委員会(6/16) 

①運営要領の協議 

②検証の進め方、検証スケジュール等の試案の提示 

 

７月 

第２回委員会 

①検証の進め方、検証スケジュール等の確認 

②検証項目の試案の提示 

③議会改革の取り組み実績の提示 

 

８月 

 

①検証項目の協議 

 

 

９月 

～１０月 

①実績と成果について協議 

②課題抽出と見直しの方向性について協議 

 

１１月 
①意見集約 

②報告書案について協議 

 

１２月 

 

①報告書案のとりまとめ 

 

議会運営委員会で報告書協議、決定 

 

 

 

 

各会派代表者会議 

（新議会への申し送り 

事項へ反映） 

 

 

広報委員会、各会派政調会
長会等に対して所管事項の
検証を要請 


